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実戦は干渉性放射光 (アンジュレータ-放射光 )をInSb二結晶分光器に

よ り単色化 し､ 飛行時間型(TOP)質量分析装置を用いた光 イオン分光および

光 イオン一光 イオン同時計測 (PIPICO)の測定によ り行 った.

その結果 この分子はSi-Ⅹ穀励起領域 (1800-2000eV)では､ もはや水素が

結合 しているフラグメン トイオンはほ とん ど見 られず､ 裸のSiQ'(Q=1-3)

とH◆にほぼ完全に解粧す ることが示 され､ また この解鮭の際に同時生成す

るイオン対 は､ 専 らSiQ'(Q=1-3)と托◆であることがPIPICO測定か ら明 らか

にされた｡ さらに､ SiH｡と等電子系であるArの‡穀助超 (3100-3300eV)によ

る多価イオ ン生成､ および解範の際にtI+が受け とる運動エネルギーの見積

か ら､ この解蔽プロセスは "クーロン爆発"によるものである可能性が高

いことが示 された.

Fe-Pd合金におけるbcc(bct)マルテンサイ ト変態機構の研究

田中克志

Fe-Pd合金におけるbccマルテンサイ トは､置換型合金で規則構造を有しないに

もかかわらず､Pd濃度か約27.5at完よりも高濃度側で正方性を示す とともに､内部

組識にも明瞭な変化が観零される｡特にbctマルテンサイ トにおいては､ しばしば

双晶､転位等の内部欠陥を全 く含まない結晶が観零される｡マルテンサイ ト変態

理論においては､格子系を変える格子変形に加えて､末変態部分と整合の為の内

部双晶､転位の導入による格子不変変形が不可欠とされているにもかかわらず､

このような内部矢絹を有しないマルテンサイ ト晶が生成することは､非常には目

すべ きことである｡

本研究では､Fe-Pd合金のbcc(bet)マルテンサイ ト晶に関して､その生成過程及

び組織を光学顕菰鏡､透過型電子顕微鏡､電子線回折により詳細に調べ､本台金

のbcc(bct)マルテンサイ ト変態機構についての知見を得ることを目的とした｡

光学顕微鏡による観察の結果､bctマルテンサイ トの形成によって生じる表面起

伏は､(A)レンズ状､(B)バン ド状､(C)特に大きな表面起伏がみられないものに大

別できた｡さらに内部組織との対応を調べた結果､(A)と(ち)の型のマルチンサイ
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卜晶 においては必ず晶内を貫通 しているil12〉内部双晶が観葉 され るのに対し､

(C)の型にお いてはそれ以外に双晶､転位を含 まないマルテンサイ ト晶が観棄され
｣レ

/二〇

電子顕 微鏡観察ではbcc及びbctマルテンサイ ト車にfcc-fct変態の前駆現象とし

て出現す る トウィ- ドパ ター ンと類似のコン トラス トを兄いだした｡ このコン ト

ラス トは トウイ- ドのような確固 とした方向性 はな く､く112〉方向の まわ りに分散

して存在する｡さらにbcc(bet)マルテ ンサイ トにおいて電子線斑折図形に熱散漫

散乱 と規似の散漫散 乱が観察 されたが､ この散漫散乱には顕著な温度依存性は見

られず､その起源を原子の熱振動に求め ることはで きなかった｡あらゆる晶帯軸

方向か ら散漫散乱を観察 した結果､ それ らは､ 逆格子空間内で 3次元的に分布 し

てお り､ほ.:21逆格子空間の(･111〉面に乗 っていることが明かになった｡これはbct

マ ルテンサイ トの〈111〉方向の原子列が 僅かに変位 していることを示唆 している｡

これ らの結果か らFe-Pd合金のbcc(bct)マルテンサイ ト変態 においては､変態の

降 に必要 とな る桔子不変変形の一部が局所的な弾性歪によって緩和される機梢が

存在することが示 された｡
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